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楠 田 直 樹

は じめに

ヌマ ンテ ィア戦争 に関 しては,す でにさまざまな角度か ら論 じられてきてい

るが,こ こでその もととなる史料について若干述べてお くことが必要か と思 う。

その中で もよ く利用されるのが,ア ッピアノスの手 になるものであろう。その

史料価値はさてお き,ま とまった形であるのは他にないか らである。それ以外

にはさまざまな叙述の中での断片 しか伝わっておらず,考 古学 的発掘成果 をも

加味するというのが現状である1)。 ともか くこの二つの史料 を中心 に して,再

構成 されて きたわけである。細部にわたっては他の史料 にも依拠 しなが ら,こ

のヌマ ンテ ィアの滅亡 という状況 を論述 してみたい。

さて,そ の中心史料 を記述 したア ッピァノスについて,こ こで多少触れてお

きたい。彼の概略 を見ておこうとして目を通 した平凡社刊の 『世界歴史事典』

に,そ して最近発刊 された 『世界歴史大事典』(教育出版センター刊)に もその

項 目がないことに気づいた り,わ が国ではほ とんどその記述について解釈が な

されていないことがわか った。それ もあ り,と りあえずこの稿 を始めるに辺 り,

その部分か ら筆を起 こ しておきたい。

我 々が彼個人について認知で きうることは,ま ずエジプ トのアレクサ ン ドリ

アの出身であったこと,後95年 頃生 まれ,後165年 頃亡 くなったとい うこと,

後116年 に生 じたユ ダヤの蜂起 を経験 してお り,ロ ーマ に移 り住み,ロ ーマ市
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民権獲i得 して,弁 護 人 と して活 動 す る 中で,皇 帝 の委 託 事 務 管 理 人 で あ った フ

ロ ン トー2}の 影 響 の も と,ア ン トニ ヌス ・ピ ウス帝 時代 に彼 の主著で ある,い

わ ゆ る 『ロ ーマ 戦 史 』 を書 き上 げている ことな どであ る。

ともか く,彼 は トラヤ ヌ ス帝 治 世 下 の,115年 か ら117年 にか けて,ア レ クサ

ン ドリアで生 じた ヘ ブ ライ人 の蜂起 の時 に,愛 国心 に燃 え,か な りの 高 官 に あ

った が,大 きな犠 牲 を払 った よ うに思 わ れる3}。 そ して お そ ら くそ の直 後 に,

もっ と直接 的 にい え ば,ハ ドリア ヌ ス帝 の治 世 初 期 に ロ ーマ にや って きた ら し

い4)。 一 般 的 に弁 護 人 と邦訳 され るcausidicusと い う職 業 に,ロ ーマ市 民 権 獲

得 後 就 い て い た5)。

この ロ ーマ 滞在 中 に,彼 は,当 代 で も最 も著 名 な弁 護 人 の 一 人であ ったフ ロ

ン トー6)と の 友 人 関係 を緊 密 な もの に して い った。そ して フロ ン トーの書簡 に

おいて,彼 が 学 問研 究 した ア レ クサ ン ドリアです で に最初 に知 り合 って いたか

の よ うな 印 象 す ら与 え る文 節,"vetusconsuetudoetstudiorumususprope

quotidianus"と い う二 人 の 問 の文 言 が 出 て くる7)。 そ して そ の書 簡 の 内容 を見

て み る と,そ の と きす で に ア ッピァ ノス 自身 はか な り年老いてい る ことを示唆

してお り,お お よそ彼 の誕 生 年 代 も類 推 可 能にな って くる8)。

この よ うに その 生 涯 す ら もほ とん ど明 らかでない作 家であ るが ゆえに,想 像

以 上 の 困 難 さを伴 な って くるの は仕方 の ない ところであ る。 しか しさまざまな

史料 がその価 値 を再点検 される中で,こ の ア ッ ピア ノス 史料 も現 在 そ の中にあ

るこ とは事実 であろ う。 ア ッピアノスの内乱期 の記述 について はすで に手がつ

け られてい るが,そ れ以 前 の記 述 に つ い て は まだ これか らとい う段 階で あろ う。

そ うした状 況 を鑑 みなが ら,特 に ヌマ ンテ ィア戦 争 に関 す る まとまった記述 を

もとに して,少 し く述 べ て み た い。

1.ア ッビアノスの作品概要について

とりあえず,こ こでア ッビァノス作品の全体感 を把握することに努めてみた

いo

全 体 を通 して,"Toμ αL頭"(「 ローマ戦史」)と 呼 ば れ,次 の よ う な構 成 を も
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っ て い た と考 え ら れ る 。 つ ま り,

1.Bα σしλtxh(「 王政 戦 史」)

II.'1τ αλ脳h(「 イ タ リア半 島戦史 」)

III.Σ αuv凧 画(「 サ ムニ テ ス戦 史」)

IV.Kε λτtxh(「 ケル ス戦 史」)

V.〉:LZε λtzh呪 αしvη帆ωτ蹴h(「 シケ ー リア並 びに 島喚 戦 史」)

VI.'iβ ηQtxh(「 イベ リア半 島戦 史」)

VII.'Awし βα砿h(「 ハ ンニバ ル戦 史 」)

VIII.KαQXη δovしα廟xαdNoptorδtzh(「 カル タゴ並 び に ヌ ミデ ィア戦 史 」)

あ る い はAtβvzh(「 リ ビア戦 史 」)

IX.MCtZ£ δOVtxhxαd'1λ λVQLzh(「 マ ケ ドニ ア並 び にイ リュ リア戦 史」)

X.CEλ ληVLzh冗 αt'Aσ しαvh(「 ギ リシ ア並 び に小 ア ジア戦 史 」)

XI.ΣVQLαmhXOttnOtQθt7Cil(「 シ リア並 び にパ ルテ ィア戦 史 」)

XII.MteQtδ6tτEtog(「 ミ トリ ダテ ス戦 史」)

XIII.'Eμ φvλCtuvA(「 内乱 史 」第 一巻)

XVII.E(同 第五巻)

XVIII.AiYVπ τtατdivA(「 エ ジ プ ト征 服 史 」 第一 巻)

XXI.△(同 第 四巻)

XXII.CE鶉 ατovταετ`α(「百年 史 」)

XXIII.△oexL7・c'tl(「 ダキ ア遠 征 史 」)

XXIV.'AQ(ltβtog(「 ア ラ ビア遠征 史 」)

と い うふ う に な る9}。 そ の 中 で,現 在 我 々 の 手 元 に 残 存 して い る の は,Praefatio,

そ してVI巻,VII巻,VIII巻 の 前 半 部 分,IX巻 の 後 半 部 分,XI巻 の 前 半 部

分,XII巻,そ してXIII巻 か らXVII巻 ま で の 五 巻 で あ る 。

ま た い わ ゆ るexcerptaは 失 わ れ て し ま っ て お り,そ の 再 構 成 は 不 可 能 で あ

る が,一 部 断 片 に 関 して は ス イ ダ ス と か 事 典 類 の 中 に 一 定 数 収 め ら れ て い る 。
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次 に,こ の ア ッピア ノス の作 品 の 一般 的特徴 について述べ てお きたい。その

一巻一巻 の題名 を見 てい くと
,そ こ に は民 族 誌 的 な視 点 に よって構成 されて き

た こ とが一 目瞭然で あろ う。 この構成立 て をみ る限 りにお いては,ア ッピ ア ノ

ス 自身 が い み じ くも述 べ てい るエ フ ォロスの歴 史作 品 に沿 って叙述 した10)と い

う可 能性 は な くな って くる の で はないだ ろ うか。そ して気持 ちの上 ではカル タ

ゴか らイベ リアへ,イ ベ リア か らシ ケ ー リア,あ るい はマ ケ ドニ アへ,と い う

ふ う に歴 史 的 な 出来 事 を一 つ の歴 史舞台 の中 に限定 す る'1)と い う窮 屈 そ うな設

定 に な って い る ことか ら も明瞭 であ ろう。 また一方で,ア ッピア ノス の作 品 と

は類似 性 の ない ことを言 い張 ってい るハ リカルナ ッソスの デ ィオニ ュシオスの

作 品 に表 されてい る規律 に従 って いる12),つ ま り トゥー キ ュデ ィデ ー ス の いわ

ゆ る 「季節 」的 な分割で あ り,ま た ヘ ロ ド トスの 主 題 の 出 し方 を賞賛 していた

りとい うふ うにそれ までに存在 していた さまざまな作 品か ら構成 上 の ヒン トを

得 てい た と考 える13)方 が 無 難 で あ ろ う。

だ か ら,ア ッピァ ノス 自身 は そ れ ぞ れ の個別 の属州 あ るい は地方 に関す る資

料 を蒐集配置 す るこ とを考 えてい る14)。そ の 中 で考 え うるか ぎ り,彼 と同 時代

の ロ ーマ 人 か ら得 た情 報 をもとに して,正 確 を期 し,可 能 な 限 り完 壁 を期 す べ

く展 開 した とい うのが本 当の ところであろ う。彼 の興 味の対 象 は征服 された都

市 とい うよ りもむ しろ征服 された属 州その もの にあ り,そ れ に原 則 的 に集 中 し,

例 え ばそ の 属 州 の起 源 で あ る とかい った こ とに包括 的態度 を取 りつつ,興 味 を

示 し,と くに最 終 的 に は祖 国エ ジプ トの歴 史,ま た東 方 世 界 の そ れ を主 張 す る

とい う態度 を確認 してい る ように思 われ る15)。当然 の こ となが ら,取 り扱 う主

題 が応 用 的 な もので な くな った と きには,民 族 誌 的視 点 とい うの は減 退 して し

まってい る。例 えば,第 一 巻 に お い て は,王 の業 績 を取 り扱 い,第 七 巻 で は,

ハ ンニバ ル の イ タ リア遠征 を取 り扱 うように,そ う した操 作 が 第 十 三 巻 か ら第

十 七 巻 にか けて の,い わ ゆ る 「内 乱 史 」 の 中 に も出て来 てい る16)。しか しな が

ら,こ う した場 合 にお い て も,ア ッビ ア ノス は 自 らが 保持 して いた興味 の的,

つ ま り戦 闘行 為,平 和 な 出来 事 とか 地 方 的差 異 とい った こ とか ら逃 れるので は

な く,自 らの叙 述 手 法 の 中 に ま とめ る とい う願望 を捨 て去 ってい ない。 ただ,
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合 理 性 とい った面 か らみ れ ば,第 二 十 二 巻 に あ た る 「百 年 史 」 は,そ の 表現 が

民 族 誌 的立 場 で秩 序 づ け られて お り,種 々雑 多 な寄 せ 集 め 的 な巻 に な っている

ように推測 され る。 こ うした手法が用い られてい るの は,例 え ば 「内 乱 史 」 の

中 に も見 られ るよ うに十分 に明 らかであ ろ う17)。

と もか く,こ の よ うな実 用 的 地 理 的手 法 で 歴史 的出来事 を体系 づ ける とい う

方法 は不如意 な望 みの中か ら,明 らか に そ れぞ れ の巻 につ い て年代 的 な枠 組み

にで はな く,特 別 な場 合 を除 い て,単 一 の 出来 事 そ れ ぞ れ の年 代 を示摘 す る方

向 に向か ってい る18)。ア ッピ ア ノ ス の作 品 に は概 括 的 に述べ られ,自 身 もエ ジ

プ ト出 身 で あ った こ とであ り,属 州 の 名 残 りを比 較 対 象 す るわ けで はないが,

ア ン トニ ヌス ・ピ ウ ス帝 の 帝 国,特 に ロ ーマ 帝 国 の栄 光 に さ も忠 誠心 を示 して

いるふ うであ る。 こう した彼 の感情 の高揚 が 「内乱 史」 の中 に身受 け られ,そ

れ を受 け る か の よ うに,「 緒 言Praefatio」 に含 蓄 され て い るの は 明 らか な と

こ ろで あ る。す なわ ち,「 緒 言 」 は ア ン トニ ヌス ・ピ ウス帝 の時代 を言及 して

お り,ロ ーマ 帝 国 の栄 光 の 記 述 か ら紐 解 され てい るユ9}。そ の ロ ーマ 帝 国 の 巨 大

さは,過 去 にお い て 地 中 海 周 辺 部 に あ ったいか なる権力 よ りも大 きな もので,

行 為 を寄 せ るに足 る もの で あ った20)が,特 に この よ うな権 力 が 『思慮 分 別 と幸

運 さで δL'εOPOVλCCtvxOdεtTvXCαv2i)』 こ こ ま で 到 達 した とこ ろ とい う考察 に

よって その価値 を引 き出 して い る22}。つ ま り,ア ッ ピア ノ ス に よ れ ば,『 幸 運

ε税"x`α 』 は,『 善徳 釦 ετh』 あ るい は 『忍 耐 φεQεπov`α』,『苦 悩 ταλαしxωQ`α』

を手 助 け す る もの で あ る とは考 えて はい ない23)。そ して ロ ーマ 帝 国 は大 い な る

正 当 性 の もとに建設 された とい うこ とに満足 で誠実 な認識 を もってい る。 この

感覚 的概念 が,ま さ に彼 が存 命 して い た 時代 にそ の幸運 を十分 に分 か ち合 って

い たほ どに,ア レ クサ ン ドリア 出 身 の歴 史 家 ア ッピァ ノスに何度 とな く現 われ

て いた。 その中で特 に重要 な ことは,も し内 乱 を制 す る もの に何 らか の概念規

定 を しようとす るな らば,帝 国 内外 にお い て,公 私 と もに王 政 制 度 の 中 に生 じ

た 平 和 と繁 栄 を同一視 してい た ことで あろ う24)。ア ッ ピァ ノス に と って は,先

行 して い た王 政 安 定 の七 十 年 ほ どの歴 史が帝 政期 の準備 期 間以外 の何 もので も

なか った とい うの は誇張 で も何 で もなか った25)。だ か ら,彼 はそ の王 政 期 を,
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「あらゆる物事が,長 い平和 と安定を通 して,確 実な幸運の方向へ と歩んでい

った26>」と考 えている。 さらにローマ帝国はそれ以上は有益でない境界線 にま

で至 っていた27},と 。内政状況 はといえば,す なわち社会的関係であるが,そ

れらはよく定義づ けられ,掻 き乱 されることを阻止で きるような体制になると

ころまで達 していた28),と 。つ ま りアレクサ ン ドリアにおける反ローマ的動 き

への呼応 を示 していた。アッピアノス自身はこのローマ帝国内外に同時多発的

に生 じた騒乱 に巻 き込 まれて亡 くなったのではなかろうか。

では,こ のアッピアノスの作品の史料価値 は一体 どうなのか。残念なが ら,

彼の帝政概念あるいは出来事 については全 くの ところ純然 と表面的な記述があ

るのみで,如 何 ともしがたい ものがある。「内乱史」について も,さ まざまに

解釈するのが不可能な一般的記述 に終始 し,材 料 の奥深い修正解釈にまで至 っ

ていない。事実,ア ッピアノス作品の分析は今 まで一度 もピッビアノス作品そ

の ものが史料的に使用価値があるという一般的結論 を確認 したため しがない。

言い換えれば,我 々にとってその史料価値 というのは,若 干の場合その例外 も

考えられな くはないのだが,重 かつ大には違いないが,ア ッピアノスは歴史家

として比較的限界をもっていたことが認められるからに他ならない。すでに民

族誌的視点の適用 に関 しては前述 して きたわけであるが,「 ローマ戦史」の実

用的部分のためにその分析的効用はある面で超越 されて しまったところがある。

しか し一面ア ッピアノスは自らの作品叙述使命 というのを比較的穏健に固持 し,

彼以前に叙述 されて きた歴史作品の中でそれほど触れ られることのなかった属

州に関する記述を正当に並列 させ るという限界す ら持 ち合わせていた。そ して

明 らかなように,彼 は広範で十分な史料 を配列で きた ときには,例 えばイベ リ

ア半島での戦 い,カ ルタゴとの戦いなどのように,ま たハ ンニバルの遠征 とか,

ミ トリダテスの業績 などの ように,よ く洗練 された挿話 を用いなが ら,『 引用

の多い寄せ集め』的特徴が,色 濃 く出ていたが,そ れが 目を引かな くなるほど

であった29)。しか し非常 に細部にわたった り,彼 自身が研究 していない主題に

なると,途 端 にその取扱い状況が変わって くるの も事実である。その顕著な実

例が,「 イリュリア戦史」である。 この場合にはア ッピアノス自身の作品叙述
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方 法 に 関 す る 有 益 な 示 唆 を伴 な っ て い る こ と も事 実 で あ る30)。

こ う した ア ッ ピ ア ノ ス の 叙 述 に 関 して,Meyer,Ed.は,「 ま さ し く無 知 な と

こ ろ が 見 え 隠 れ す る 」 と示 摘 し3'),Rosenbergは ア ッ ピ ァ ノ ス に対 す る 判 断 と

し て,``Appianist,__einreinerDilettantundUberall,woersichftireinen

AugenblickvonseinenQuellenlosmachtundselbstandigzuurteilensucht,von

ruhrenderUnwissenheit"と 断 を 下 して い る32)。 確 か に 基 本 的 な 勘 違 い が か な

りあ る こ と は事 実 で あ る が,そ れ 以 上 に 現 存 史 料 の 欠 如 が ア ッ ピ ァ ノ ス の 立 場

を守 っ て い る こ と も事 実 で あ る 。 こ う した 彼,な い し は彼 の 作 品 に 対 す る一 般

的 概 要 を 念 頭 に お き,以 下 ヌ マ ン テ ィア 戦 争 に 関 す る叙 述 の 一 端 を見 て み た い 。

2.ヌ マ ンテ ィア戦争 と 「イベ リア半 島戦史 」(84.363-98.427)

こ こ に,ア ッピァ ノ ス の 「イベ リア半 島戦 史」の中で ヌマ ンテ ィア戦争 に関

係 す る部分 を試訳 して お きたい33)。

[84]363.ロ ーマ人にとって期待 を裏切 り,長 期戦 となって,憎 しみの出て き

たヌマ ンティアとの戦いは,カ ルタゴを征服 したコルネリウス ・スキビオ[・

アエ ミリアヌス]を 再びコーンスルに選出 し,彼 がヌマ ンテ ィアを攻略で きる

唯一の人物であると信 じるようになってきた。364.彼 は元老院でコーンスルに

任命 されるにはまだ年齢的に若す ぎた。同 じようなことが以前同 じスキビオが

カル タゴに対する戦いのときに将 として選出され,そ れに対 して護民官が年齢

制限規定 を緩和 し,そ の翌年に再びその規定 をもとに戻す という出来事があっ

た。365.と もか くスキ ビオは再びコーンスルに就任 し,ヌ マ ンテ ィアへ急行 し

た。彼は当時戦いが頻発 し,そ してイベ リア半島には多 くの兵士が まだ残 って

いたので,徴 兵募集で軍団 を構成す ることを諦めた。 しか し元老院の要請で彼

と関係の深か った諸都市や諸王から彼の もとに馳せ参 じた一定数の志願兵で構

成することがで き,そ の軍団にローマの善隣友好者や彼の友人たち五百名 を加

え,こ れを軍団の中にお き,善 隣友好軍団と呼称 した。366.全 体 としてほぼ四

千名 となったこの軍団の指揮 を甥のブテオに任せ,自 らはわずかな兵士 を伴な
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い一一足先にイベ リア半島に入 り,[イ ベ リア半島残留兵の問で]怠 け癖がつ き,

内輪 もめがあ り,贅 沢三昧になっているのを聞き及び,ひ とまず厳格 な訓練で

兵 を鍛 えない限 り,敵 を打ち負かす ことなどおぼつかないことを悟 った。

[85]367.彼 は[軍 団駐留地に]到 着するや,あ らゆる商人,売 春婦,予 言者,

そ して ト占者 を[そ こか ら]追 放 した。 というのは,兵 士たちは彼 らによって

度重なるように悪い結果を吹 き込 まれ,敗 戦の恐れに硬直 していたか らである。

また今後のことについても,彼 は不必要な もの,卜 占のための犠牲す らも持ち

込 むことを禁止 した。368.彼 はまた自らが残 してもよい と言明 した ものは別に

して,[彼 らの持 ち込んだ]車 やその中に摘 んであった奇々怪々な ものを売 り

払い,全 ての駄獣 を捨棄するように命 じた。 また生活用品については,焼 き串,

真鍮性やかん,湯 呑み茶わんの携帯は許 されていたけれども,兵 士たちの食事

は蒸 した り焼いた りした肉切れに限 られていた。369.兵 士たちがベ ッドを使用

することを禁 じ,ス キビオ も自ら率先 して藁のベ ッドに横 になった。そ して行

軍 に際 して,騨 馬に乗馬することを禁 じた。彼 は,「 とい うの も,戦 いの最中

に徒歩行軍す ら出来ない兵士 たちか ら何 を期待することがで きようか。」 と語

っていた。そ して兵士 たちは誰彼の手助けを受けることなしに風 呂に入 らなけ

ればならないが,螺 馬だけは手がないので他の者が洗 ってやる必要がある,と

スキ ビオは皮肉たっぷ りに言い放 った。370.こ うして彼 は兵士 たちを直ちに健

全な軍団へ と変えていった。そ して彼は,兵 士たちにとっては近寄 りがた く,

情実,特 に軍規に対する情実 を鎮 ませ ることで,尊 厳 させ,恐 れ させていった。

371.彼 はよく,軍 規遵守に厳正厳格な将軍は兵士たちを実践向 きにするが,他

方安易で気前 のよい将軍は敵陣にのみ有用であるにす ぎない,と 広言 して悸 ら

なかった。それに続けて,後 者の兵士たちは楽 しむが不服従である一方,前 者

の兵士たちはあらゆる非常事態に憂欝な態度 をとりはするが,従 順 に即応する

からである,と 。

[86]372.こ うした中で,彼 は膨大な軍事訓練を完壁 にす るまで敵 との戦いは

辛抱 していた。彼は実際隣接するあらゆる平地 を詳細 に考慮 し,毎 日新 しい野

営地 を一つまた一つ と構築 しては崩 し,深 い壕 を掘 っては埋め,高 い城壁 を築
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い ては壊 し,日 夜個人的にその行動 を客観視 していた。373.兵 士 たちが戦列離

脱を実行するのを避 けるべ く,そ れまで彼 は長円形に行動 させてお り,誰 人で

あろうとその彼の指示 した隊列位置を変更 させるのを許 さなかった。彼 は隊列

の周囲 を動 き回 り,よ く後方部隊を訪れ,騎 兵 を下馬 させた り,病 気の兵士に

彼の座 を与えた りしていた。そ して騨馬に積荷が多す ぎると,そ の積荷の一部

を兵士たちに運ばせた りしていた。374.彼 は野営地構築直後,日 中先鋒 を形成

していた兵士たちに野営地周辺 を行軍 させた後,散 開行動 をとるように要求 し

ていた。そして騎兵にはその地域一円の一掃 を命 じていた。一方で,残 存部隊

は割 り当てられた軍事行動 を遂行 した。つ まり,壕 を掘る もの もあれば,城 壁

を築 くものもあ り,テ ントを張 るもの もあった。 また彼はそうした作業が終了

する頃 までに,綿 密に時間を計算 していた。

[87]375.彼 は軍団が彼 自身に対 して機敏で従順であ り,厄 介 な任務 に耐 えう

ることがで きると断を下 した ときに,や っと野営地 をヌマンテ ィアの近 くにま

で移動 した。誰か気のついた ものがすることができるように,彼 は前進基地に

守備隊 を配置 しなかった し,さ らには事実夜襲 を被 った りとかローマをすでに

侮 っている敵の侮辱 を被 らない ように,軍 団 を分散 させていた。376.ま た敵 を

攻撃 しようともしなかった。 とい うの も,彼 はまだ戦略 を検討 中であ り,そ れ

が実行で きる状況 を見守 り,ヌ マ ンテ ィア人の計略 を見抜 こうとしていたか ら

である。その間に野営地後方の全ての土地を開墾耕作 させ,ま だ青々 としてい

た穀物 を収穫 させた。377.こ うした耕作地か ら[収 穫物が]刈 り入れ られ,前

進す る必要性が生 じた ときに,多 くの兵士たちが彼に今ヌマ ンティア 〔の人々〕

を平原地域に連れ出 し,一 気 に決着をつけるように進言 した。それに対 して,

彼 は次のように言 った。一番気 にかけていることは戦いが開始 され,都 市内部

か ら急襲 され,撤 退することにある,と 。378.そ れに続 けて,「 我 々の軍団は

ともか く穀物収穫 とか今 までの蓄積 した疲弊か ら解放 され,家 畜,荷 車,荷 重

を[こ こまで]持 ち運んで くることがで きた。そ して戦いは厳 しくも結果のわ

か らない ものであろ う。 もし我 々が敗北 を喫すれば,[ロ ーマの]危 機 は重大

な局面を迎える し,逆 に もし勝利すれば,栄 誉 にしろ利得に しろそれほど大 き
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な もの とはならないだろう。」 と。379.そ して愚かなことは小 さな成果 を得 よ

うとするために危険を冒すことである。だか らこそ,彼 は何 らかの必要性があ

る以前には無計画 な将軍だ とみなされていたに違いない し,他 方では立派な将

軍は必要な場合 にのみ危険を冒す ものである,と 。 さらに付言 して,医 者 は患

者が最初に試みた薬 を飲 むまで切開をした り焼 いた りしない,と 言 った。380.

こ う語 りかけなが ら,彼 は士官たちにで きる限 り長い道の りをとるように命 じ

た。 自らは野営地の反対側への遠征 に参加 し,そ ののちウァッカエイの領土に

まで前進 した。その地からヌマ ンテ ィア人は食糧 などの供給物 を買い付 けてお

り,そ の道 を完全 に切断することで,[自 分たちにとって]食 糧 として利用可

能なものを別に して,残 りは積み上げて燃や して しまった。

[88]381.パ ランテ ィア領内のコンプラニウム と呼ばれている平原で,パ ラン

ティア人はち ょうど丘陵の分水嶺の背後に大軍を隠 してお り,そ の一方で他の

軍隊はローマの纂奪者たちを公然 と悩 ませていた。382.[ス キビオは,]当 時

軍団将校で,の ちにこの出来事 を叙述 した歴史家のルティリウス ・ルフスに,

騎兵四軍団の指揮 をとり,攻 撃 して くる敵を追い返す ように命 じた。ルテ ィリ

ウス ・ルフスは敵が退却す るや,機 敏に敵 を追い,[敵 の]逃 亡者たちを追っ

て丘陵に突進 した。そこで待ち伏せ している部隊 を見つけた ときには,[ス キ

ビオは]彼 に自軍 を深追いさせた り,攻 撃 させた りするのではなく,敵 に見せ

つけていた槍騎兵 を伴 なった防禦を施 し,単 に敵の攻撃 を防 ぐように命令 して

いた。383.ス キ ビオはルティリウス ・ルフスが命令 に反 して丘陵を駆け上がっ

てい くのを見つけるや,驚 き,急 いで彼のあとを追 った。スキビオが待 ち伏せ

を見つけたとき,騎 兵 を二手 に分けて,両 側か ら二者択一的に敵 を急襲するよ

うに命 じ,そ して一斉 に槍 を投げ,退 却するように命 じ,突 進 して きた同じ場

所 にではな く,次 第次第に両面から退却するように指示 した。384.こ うして,

騎兵は安全に平地 に戻 って きた。彼 は野営地を移 し,再 び撤退 したので浅瀬で

ぬかるむ河川 を横切 らなければならなかった。ここで敵は彼 を待ち伏せていた。

385.こ の事実 を知 った途端,脇 道 に逃れ,待 ち伏せの危険に晒 されに くい道 を

選 んだ。この退却中,彼 は暑 さと渇 きのために夜行軍を続行 し,わ ずかな水 を
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求めて井戸 を掘 った。彼は大変な困難な状況の中で部下 を救出 したが,騎 馬や

駄獣 は渇 きのために死んでいった。

[89]386.ス キビオは,ル クルスが条約 を破棄 していたカウカエイ人の領地 を

通過 している間に,自 軍の地に安全 に帰還で きることを部下たちに宣言 した。

387.彼 は再度ヌマ ンテ ィアの領地 に入 り,越 冬 した。ここにマシニ ッサの孫息

子ユ グルタが十二頭の戦象 と射弓部隊,投 石部隊を率いてスキビオにアフリカ

か ら合流 した。388.[ス キビオが]絶 えず近隣諸村落を劫掠 している問に,敵

は湿地 帯でほぼ四方 を囲まれている,と ある村落で彼 を待 ち伏せた。その待 ち

伏せ部隊が隠れていた峡谷 はち ょうどその反対側であった。389.ス キビオは兵

力を二手に分 け,一 方が村落外に軍旗 を残 した まま,村 落に入 り掠奪 を行ない,

他方大多数を占めていた部隊は騎馬でその周辺を駆け巡 っていた。待 ち伏せ部

隊は後者 に襲いかかった。390.そ の[後 者の]軍 団は待ち伏せ部隊に戦いを挑

んだ。スキビオはたまたま軍旗近 くの村落の前に立 ってお り,村 落内部で略奪

していた兵士たちに召集劇夙をかけた。その一千名の部下たちを集合 させ る前

に戦闘体勢 に入っていた騎兵を助けにいった。391.村 落中に残 っていた兵士た

ちの大部分が外 に打 って出たために,彼 は敵を駆逐することがで きた。逃散者

を追跡することはせず,自 軍野営地に戻 り,[見 張 りのために]若 干名 をその

両側に配置 した。

[90]392.そ の直後に,彼 はヌマ ンテ ィアに近い場所に二つの野営地 を構築 し,

彼が一方[の 野営地]を 指揮 し,も う一方 を実兄マ クシムスの指揮 に委ねた。

ヌマンテ ィア人は多勢で打 って出て,戦 いを挑んできたが,そ の徴発を無視 し,

全 く絶望的な状況の中で戦 っていた兵士たちを戦場に呼 び戻すのは懸命 な方策

ではない と考 え,む しろヌマ ンティア人を閉塞状況 に陥れ,飢 えを余儀 ない状

況 にさせたかった。393.都 市[ヌ マ ンテ ィア]周 辺に七つの見張 り塔 を設置 し,

彼 は攻囲戦 を 〈開始 し〉,そ して 〈同盟諸部族〉それぞれに書簡を送 った。そ

の中で兵力派遣を懇請 した。その兵力到着 を待 って,数 部隊に分 け,自 らの軍

団 も新たに分割 した。そ して彼はその各々の部隊に指揮官を配置 し,都 市周辺

部 に堀や柵 を巡 らすように命 じた。394.ヌ マ ンティアの外周が24ス タデ ィオン
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(4km余 り)あ ったので,そ の周囲 を巡 らす作業は二倍以上の距離 になった。

この空間が全てそれぞれの部隊 に割 り当て られていった。395.そ して何処か ら

か敵が急襲 して きたならば,日 中なら長い槍に赤い旗 を巻 きつ け,夜 中なら火

を燃や して合図するように,彼 は命中していた。それで,彼 とマクシムスが必

要に応 じて援軍に駆 けつけることを確認 していた。396.こ の作業が完成 をみ,

効果的に敵の急襲 を撃退 したので,こ の背後にそれほど長 くはないが,別 の壕

を掘 り,柵 でそれを要塞化 し,厚 さ2.5mほ ど高 さ3mほ どの胸培な しの壁 を

構 築した。そ して彼 はほぼ30mご とにこの防禦壁の全周 を見渡せ るように塔 を

築いた。397.泥 湿地の周 りに防壁 を築 くことがで きないので,彼 はその地 を防

衛す るために,同 じ高さで同じ厚 さの盛土 をその周 りに築 き上げた。

[91]398.こ ういうふ うに,ス キビオは,思 うに,戦 場での戦い を避 けること

な く,都 市の周辺 に防壁を張 り巡 らせた最初の将軍であった。 ドリオス川は要

塞線 に沿 って流れてお り,ヌ マ ンティア人にとっては供給物資 を運搬 した り,

兵士 を前進後退させた りするのに非常に有益であった。川 に飛 び込んだ り,小

さな船 に身を隠 した りするもの もあれば,強 風が吹 きつけると,帆 船で突破す

る もの,あ るいは流れの手 を借 りて擢 をを用いて突破す るもの もあ った りした。

スキビオはその川の広 さと流れの速 さのために橋梁 をかけることがで きなか っ

たので,架 橋地点の両側に塔 を築いた。その塔にそれぞれ材木をロープに結わ

え付 けた。その長い材木 を流れの中にお き,た くさんの剣や鎗先をそれに結わ

え付 けていた。399.そ の材木にむかって進 んで くる流速 によってそれは絶えず

動いていた。それで,敵 は泳いだ り,飛 び込んだ り,小 船で航行 した りという

方法で密か に通過で きな くなって しまった。400.こ うしてスキビオは自ら望ん

でいたことを達成 した。む しろこれが,誰 にもそうした出来事 と関わ りがあ る

とは思っていなか った し,誰 に も[そ の考えの]中 に入って くることはなか っ

た。彼 ら[ヌ マ ンティア人]は 自分たちの周 りで何が進行 しているのかの知識

す ら持 ち合わせていなか った。 こうして彼 らはさまざまな供給物資や備 品の欠

如にあうことになった。

[92]401.あ らゆる ものが準備 され,石 弓,投 石器そ して他の攻城用具が塔の
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上 に運ばれ,石,投 げ矢や投げ槍が胸培に集められ,弓 術兵,投 石手が城砦の

それぞれの場所 に配置されて彼 は重複するような間隔で,昼 夜 を問わず何が起

こっているのかを伝達 させ るべ く,全 城壁の周囲を互いに言葉 をかけられ るよ

うに伝達係 を配置 した。402.彼 は危急時 においてはそのそれぞれの塔 に最初に

攻撃 された場合には信号 を発すること,そ してその信号 を見た ときには他の塔

も同様にす ることを確認 しておいた。それは,彼 が信号によって動揺 している

部署に素早 く忠告 を与 えられるように,そ して伝達係 によって特別な事項 を知

らせ るための ものであった。403.軍 団は今では原住民 をも加 えて六万の兵力に

な り,そ の兵力 を彼 は調整 して,半 分には城壁守備の任務 を与 え,必 要があれ

ば[援 軍 を]望 まれる場所 に移動す るようにさせ た。[残 った兵力のうち]二

万 は必要なときには城壁 の上で戦 うことが可能であ り,残 り[一 万の兵力]は

予備兵 として保持 されていた。404.こ うした予備兵力 も指示 された配置場所を

維持 してお り,命 令 なしに場所 を移動することは許 されなかった。だか ら,そ

れぞれの兵士た らに攻撃の合図が与えられれば,指 示 された場所に直ちに飛ん

でい くことがで きた。

405.こ のようにスキビオによって調整 された もの[戦 略]は 非常 に正確無比

な ものであった。[93]ヌ マ ンティア人は城壁守備兵に対 してあちらこちらと

何度 とな く攻撃を仕掛 けてきた。 しか し守備兵の行動 は敏速で鬼神 のようであ

った。406.あ らゆるところで信号が立ち上が り,伝 達係があちこち と駆 け巡 っ

た。そ して城壁 を防禦 していた兵士たちは群がってその場所 に飛んでいき,あ

らゆる見張 り塔で軍笛が鳴 り響 いた。それで50ス タデ ィオン(8km余 り)に 及

ぶ[城 壁の]全 周 は直ちに最 も恐るべ き様相 を,誰 が見た として も,表 わに し

ていた。スキ ビオはこの防禦城壁 を,日 夜 を問わず,視 察 し,巡 回 していた。

407.彼 は敵がこういうふ うに攻囲されていることを確信 し,彼 らが食糧,武

器あるいは援助す ら得べ くもない状況 に保たれてお り,[敵 の降伏が]そ れほ

ど長 い先のことではないであろうと感 じていた。[94]し か し,ヌ マ ンテ ィア

入の中で最 も勇敢で,カ ラウニオスと呼び慣わせていた レー トゲネースは最 も

信頼の厚い五人の友人を誘い,同 数の奴隷 と馬 を引 き連れて,両 軍が睨み合 っ
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ている緩衝地帯を曇 り空の夜闇に紛れて密かに折 り畳んだ梯子段 をもって横切

った。408.彼 と友人たちが防壁 に達 して,そ れを飛 び越えて,守 備兵 を殺 し,

奴隷 を後方に送 り返 し,馬 を橋頭墾にまで連れてい き,ア レウァキ人の町の方

に向かって馬 を走 らせた。彼 らは血縁部族 としてヌマ ンティア人 を助けるため

に,オ リーブの木の枝 をもって[ア レウァキ人に]懇 願 した。409.し か し,ア

レウァキ人は,ロ ーマ人 を恐れる余 り,彼 らの懇願 に耳を傾 けようとさえせず,

直ちに彼 らを追い返 して しまった。ルーテ ィアという富裕 な町があ り,そ こは

ヌマ ンテ ィアか ら300ス タデ ィオン(50km余 り)離 れていた。その青年たちはヌ

マ ンテ ィア人に共感をもって,彼 らに援軍 を派遣するように町で説いて回った。

しか し,長 老 たちは極秘の うちにこの事実 をスキ ビオに通報 して しまった。

410.そ れで,ス キビオはこの知 らせ を受 けて八時間ほどで可能な限 りの軽装歩

兵軍団を率いて直ちに当のルーティアに赴いた。直 ぐに昼間の間にルーティア

を包囲 し,青 年指導者たちを彼の もとに引 き渡すことを要求 した。そ してその

町の住民たちが,彼 らが町からすでに逃亡 した と答 えた時,使 者 を派遣 して,

もし彼 らが投降 しないならば,町 を却掠破壊す ることを彼 らに告 げさせた。

411.彼 らはこの脅 しに恐れをな し,青 年指導者たちを[ス キビオの]前 に突 き

出 した。その数はおよそ四百人であった。スキ ビオは彼 らの手 を切 り落 とし,

軍勢 を撤収 させ,馬 で立ち去 り,翌 日の夜明けには自らの野営地に戻 っていた。

[95]412.ヌ マ ンテ ィア人は空腹に悩 まされなが らも,ス キビオの もとに使者

五名を送 り,も し投降すれば,穏 健な取扱いをして くれるのか どうかを尋ねさ

せた。彼 らの指導者アウァルスは,ヌ マ ンテ ィア人の政治 目的 とか勇猛果敢 さ

について多 くを語 り,そ して今で も何 も悪事 を働いているわけではないが,妻

子のため,部 族の自由のために,こ のような現在の悲惨 な運命に陥 ったことを

付言 した。413.[ア ウァルスは,]「 それで特に,ス キビオよ,汝 善行 を熟知 し

た人 よ,こ のように勇敢で男 らしい部族 を助命 し,我 々にまで悪弊の中での選

択 として,よ り人間的な条件,我 々が耐 えうることがで きるような条件 を包摂

で きるのは,我 々がついに運命の変化 を経験 している今 こそ,汝 のみである。

今 まさに,我 々に公正な条件 を提示す ることでわが都市の投降を受諾するか,
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また最後の一戦で非業 に死 にゆ くのか[を 決め るの]は 我々ではな く,汝 であ

る。」 と語 った。414.ア ウァルスが この ように語 った とき,ス キ ビオは,(彼 は

捕虜から内情に通 じていたのではあるが)彼 らが武器 を捨て町その ものが降伏

しなければならないと簡潔 に語 った。415.こ の回答が知 らされると,ヌ マ ンテ

ィア人は,自 らの絶対的自由と他人の命令 に服従するという全 く矛盾 した慣 れ

ない出来事のため,し ば らくは堪忍 しがた く,以 前にもまして野蛮にな り,そ

の困惑に逆上 して,ア ウァルス と彼 についてい った五人の使者 を殺害 して しま

った。 というの も,彼 らがスキ ビオと私的な交換条件 を結んだのではないか と

の疑いをもった人々がいたか らである。

[96]416.こ の直後か ら,食 べ られるものは全て,穀 物 にしろ,家 畜に しろ,

草木に しろ食べ られて しまい,人 々が食べ物の奪い合いを余儀 なくさせ られて

しまったので,彼 らは蒸 した皮 を嘗め始めた。そ してこれ もだめになると,人

肉を蒸 して食べた。その最初の人肉は自然死 を遂げていた ものであった。その

人肉を調理 して細か く切 り刻んで食べた。そののちには病人の人肉は嫌われて

いたので,強 者は弱者 に手 をかけて襲いかか った。417.ど の ような悲惨 なかた

ちであれ,全 ては生 き残るために扱われた。彼 らは食べ物のために野蛮な出来

心に戻 り,肉 体は飢 え,疫 病,長 髪そ して粗略 さのために野生本能むきだ しに

なっていった。このような状態になって,彼 らは完全 にスキ ビオに投降 してい

った。418.彼 はその同 じ日[投 降 した 日]に,指 定の場所 に武器 をもって くる

ように彼 らに命 じて,そ の翌 日には別の場所に集合す るように命 じた。 しか し,

彼 らはその 日をすっぽか し,そ のうちの多 くの ものがまだ自由に執着 し,自 ら

の生命 を賭 ける方 を望 んでいると宣告 した。そこで,彼 らは死の準備 をすべ く

一 日だけ猶予 を求めた。

[97]419.こ の小 さな蛮族の町です ら,自 由や勇敢 さを愛する心が この ように

存在 していた。開戦前 には八千の兵士で,彼 らはローマ人に何 と数多 くの悲惨

な敗北 をもた らしていたことか。彼 らはローマ人と対等 に条約 を締結 しようと

していたが,ロ ーマ人はかつていかなる人々ともそのような条約を締結 したこ

とはなかった。また,彼 らは派遣 されてきた将軍 にごとごとに戦いを挑んで,



62

六万の兵力 をローマに投与 させていた。420.し か し,ス キビオはその とき将軍

として彼 らよ りも実戦経験 に富んでいたことを誇示 していた。彼 はその無敵の

敵軍が飢 えで縮小するときまで,そ の野獣的な敵軍 との交戦 を避 け続けた。こ

うしてヌマ ンテ ィア人を捕虜にすることのみが可能であ り,た だその一点で彼

らは捕 らえられて しまった。

421.彼 らの少数精鋭 さと忍耐強さを振 り返ってみれば,彼 らが持続 して きた

雄々 しい行為 とその時間的長さは,私 にヌマンティア人の歴史の特殊性 を語 り

かけてさえいるようである。 とりわけそう願 ってきた人々はさまざまな方法を

とって自害 し果てた。422.そ して残 った人々は三 日目に指定 された場所 に出か

けてい き,見 るに忍び難い不思議な光景 を目の当た りに した。 とい うの も,肉

体は朽ち果て異臭 を放 ち,毛 髪や爪は長 く伸 び切 ってお り,汚 れで自身不鮮明

極 まりのない状態であったか らである。そ して彼 らは堪え難い異臭 を放つ と共

に,着 用 していた衣服 は同じようにむさ苦 しく,同 じように異臭を放っていた。

423.こ うしたわけで,彼 らは敵の前に哀れな姿を晒 したが,同 時に彼 らの 目に

末恐ろ しい光景が現 出 した。つ まり,激 怒,悲 痛,倦 怠の表現や人肉を食べた

という意識が現わになって きた。

[98]424.ス キビオは凱旋式挙行のためにその うちか ら五十人を選んで残 りを

売 り払い,そ の町を完全 に破壊 した。 これで,こ のローマの将軍 は二つの有力

だった都市 を潰滅 させた。425.そ の一つはカルタゴで,元 老院の判断によれば,

都市 として,そ して帝国権力 として偉大であ り,さ らには海陸の優位 さを合わ

せ持 っていたために,ま た もう一方はヌマ ンテ ィアで,そ れは小 さ く,人 口は

散在 していたが,彼 自らの責任で,ロ ーマ人はいまだにその処遇 については無

関心であったけれども,こ れ らを潰滅 させ た。426.彼 はヌマ ンティアをローマ

人の有利 さのために,あ るいは彼 自身が情熱的性格の人であったために,そ し

て捕虜に対 して執念深かったがために,あ るいは幾人かの人が指摘 しているよ

うに,大 災厄が大栄光の もとで形成 されている と考 えていたために,[こ れ ら

の都市 を]滅 ぼ して しまった。 ともか く,ロ ーマ人たちはこの 日をもって彼 を

アフリカヌスでヌマ ンテ ィヌス とい うふ うにこの二つの場所に因んで呼 び慣 わ
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した。427.そ の近 隣 諸 市 の 間 で,ヌ マ ンテ ィアの 領 土 は分 割 され,他 の諸 市 で

あ る種 の 商取 引 を した り,彼 が疑 惑 を抱 い た 人 々 を答 め た り,消 し去 った り し

た 後 に,ロ ー マへ と出帆 した 。

とい うふ うに,ヌ マ ンテ ィ ア戦 争 の顛 末 を述 べ,所 々で教 訓 的 にな りな が ら,

この結 論 の部 分(99.428-102.444)を 次 の よ うに結 んで い る。

[99]428.ロ ー マ 人 は,彼 らの し きた りに よ って,イ ベ リア半 島 の新 た に獲 得

した属 州 へ,そ の 地 を平 和 裡 に治 世 す べ く,十 名 の 元 老 院議 員 を派 遣 した 。 そ

の[領 土 の]う ち に,ス キ ビオ,あ るい は彼 以前 に ブ ル トゥスが,投 降 を受 け

入 れ た り,あ るい は兵 力 で圧 倒 しなが ら獲 得 して い った ものが あ る。429.の ち

に,別 の 反乱 蜂 起 が イベ リア半 島 で生 じた ときに,カ ル プ ルニ ウス ・ピ ソー が

指 揮 官 に選 出 され ていた こ ともある。430.セ ル ウ ィウ ス ・ガ ル バ が彼 の 後 を継

い だ。そ して それ はキ ンブ リ人が イタ リアに侵 入 して いた ときで,シ ケ ー リア

で は第 二次 奴 隷 蜂 起 が 生 じていた ときであ り,ロ ーマ は イベ リア半 島 に派 兵 す

るほ どに憂慮 して いなか ったが,そ の地 にお い て ロ ーマ 人 と して最善 の方法 で

戦 い を終結 させ るべ く使節 団 を派遣 していた。431.キ ンブ リ人 が全 く転 進 す る

と,テ ィ トゥス ・デ ィデ ィ ウス が イ ベ リア半 島 に派遣 され,そ こで彼 は ア レウ

ァキ 人 二 万 人 を殺害 してい た。 そ して ローマ人 に対 して常 に不服従 の立場 を貫

いて いた大 きな町 テルメースへ移動 し,[そ の町 の住 民 を]そ の 堅 固 な位 置 か

ら平 原へ と追 いや り,居 住 民 た ち に防禦 の ない生 活 空 間 を[形 成 す る よ う に]

命 令 して い た 。432.さ らに,彼 は コ レ ン ドゥム の 町 を包 囲 した り,九 ケ 月 後 に

は そ の 町 を却 掠 し,婦 女 子 を含 む コ レ ン ドゥム の居 住 民全 員 を売 り払 った。

[100]433.コ レ ン ドゥム の近 くに は,ル シ タニ ア 人 との戦 い の 際 に マ ール ク

ス ・マ リウス と同盟 関係 にあ ったケルテ ィベ リア人の混合 部族が住 んで いた別

の町があ り,彼 はそ の 町 に元 老 院 か らの許 認 が出 るまで五 年間 にわた り彼 らを

居住 させ て いた。彼 らはその貧 しさの ために強奪 を生業 に してい た。434.デ ィ

デ ィウス は まだ そ の地 に逗 留 していた十 人の使節 団 と協力 して彼 らを滅 ぼそ う
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とした。それで彼 は要人たちに,彼 らが貧 しいので,コ レン ドゥムの土地を彼

らに分与 したい旨を告 げた。435.こ の申し出に彼 らがとて も歓喜 しているの を

見て取 り,彼 はその要人たちに,人 々にそのことを伝えて,妻 子 をつれ,そ の

地か ら区分地に移動するように告げた。彼 らがそのように行動すると,彼 は兵

士たちに野営地を空にするように,そ して彼が罠 にかけたがっていた人々をそ

の中に導 き入れるように命 じた。そ してそこで,彼 は名簿作成 のために,一 方

の登記所に男性 を,他 方に妻子 を,彼 らにどれ くらいの土地を準備すべ きなの

かを知 るためと称 して集めた。436彼 らが錘壕や柵 の内側 に入ると,デ ィデ ィ

ウスは彼 らを軍団で取 り囲み,全 員 を殺害 した。この出来事で もって,彼 は現

実 に凱旋の栄誉に浴 された。そののちケルテ ィベ リア人は再び蜂起 し,フ ラッ

クスが彼 らに対 して派遣 され,二 万人が殺害 されるに至 った。437.ベ ルゲーダ

の町の人々は蜂起[の 加担に]に 翼われてお り,元 老院[使 節 団]が 躊躇 して

いるときに,そ の宿舎 に火が放たれ,議 員たちを焼 き殺 して しまった。そこに

フラックスがやってきて,こ の罪の責任者たちを死刑 に処 した。

[101]438.こ のことは,そ の ときまで ローマ入 と一国家 としてのイベ リア半

島地方 との関連で最 も価値ある記述 を認めることので きる出来事であった。そ

してのちに,ロ ーマでスラとキ ンナ との問に軋礫が生 じたとき,そ して国家そ

の ものが内乱によって軍宿営地 まで二分 されて しまったとき,キ ンナの一派に

属 していたクィントゥス ・セル トーリウスは,イ ベ リア半島における指揮官に

選出されていたのである。439.し か し,そ の地方 をローマ人に対 して煽動 して

いた。彼 は大軍 を維持 してお り,[そ の任地で]ロ ーマ元老院の作法で 自らの

友人たちによって議会を創設 した。そ してローマに向かって全幅の信頼 と緻密

な勇気 を鼓舞 しながら,進 軍を開始 した。 というの も,彼 は他の場所で挑戦 し,

そこですでに名声 を勝 ち取 っていたか らである。440.そ の後元老院は[イ ベ リ

ア半島で]一 大危機 に直面 して,最 も名声 を博 していた将軍 を差 し向けた。 ま

ず最初に,カ エキ リウス ・メテルスを大軍団 と共に,次 いで別の軍団 と共にグ

ナエ ウス ・ポ ンペーユスを,と もか く可能な限 り,こ の戦いをイタリアから[直

接指揮 をとって]駆 逐すべ く,差 し向けた。つ まり,そ の内乱 にひどく心を痛
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め て い た こ と を物 語 って い た。441.し か し,セ ル トー リウ ス は 自 らの一 派 の 一

員 で もあ ったペ ルペル ナに殺害 された。ペ ルペルナ は自 らセ ル トー リウスに取

って代 わ って一派の将軍 に収 まった。 ポ ンペ ーユス はこのペ ルペ ルナ を戦 いで

殺害 した。 この戦 いはローマ 人に非常 な危機 感 を植 え付 けたのだが,こ れ で 終

焉 を迎 えた。 しか し,私 は ス ラの 内乱 に対 す る私 自身 への説明 のために,こ れ

を よ り特 別 に物 語 って い くで あろ う。

[102]442.ス ラの 死 後,ガ ー ユ ス ・カエ サ ル が イベ リア半 島統 治 のた め に,

も し必 要 な らば戦 い を も辞 さな い とい う勢力 を率 いて派遣 され て きた。 ローマ

人 との同盟 に疑 い を もった り,屈 服 す る こ との な か った イベ リア半 島の諸部族

を,彼 は その 軍 事 力 で 服 従 させ て し まった。443.そ の あ る部 族 は後 に反 乱 を引

き起 こ したが,彼 の養 子 で ア ウ グス トゥス と呼称 され たオ クタウィー ウス ・カ

エ サ ルに屈服 した。444.そ の と き以 来,ロ ーマ 人 は イベ リア半 島,そ れ まで は

ヒスパ ニ ァ と呼 ばれ て いたのだが,そ れ を三 地域 に分 割 し,そ れぞ れ を統 治 す

べ く統 治者 を派 遣 し,う ち二 つ の地 域 は元 老 院 で 毎 年 選 出 され,三 番 目の 地域

は皇 帝 直 轄 統 治地 域 になった。

この よ うに叙 述 されて いるのが,ヌ マ ンテ ィア戦 争 を 中心 に した ア ッピァノス

の記述 であ る。 この試訳 を もとに して,以 下 少 し考 察 を加 え てみ た い。

3.ア ッ ピ ア ノ ス 史 料 解 釈 の 手 法,デ ・サ ン ク テ ィ ス,ジ ー モ ン を 中 心34に

ま ず,各 章 節 に し た が っ て 論 を 進 め て い き た い 。

[84]363.Simonは,こ れ を 典 拠 に して,"DieStimmungimVolkwarderart,

daβeralsdereinzigebewtrachtetwrode,derdenKrieggegenNumantia

erfolgreichwurdebeendenk6nnen"(P.172)と 述 べ て い る 。 つ ま り,士 気 の

昂 揚 が 一 方 に あ っ た こ と を 示 唆 し て い る 。 そ れ ほ ど,ロ ー マ に と っ て は,イ ベ

リ ア 半 島 で の 出 来 事 が 身 近 に な っ て き た の か も し れ な い 。Cf.Plut.Apophth.

Scip.Min.15;Flor.1.34.2;Cassiod.Chron.ま た,前134年 の 選 出 に つ い て は,

Cic.Lael.11に は,``iterumsibisuotempore,reipublicaepaenesero."と 。
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364.こ の 叙 述 に つ い て,Simonは,"AufseinBetreibenlegalisiertendie

VolkstribunennachtraglichdieWahl,indemsieeinGesetzbeantragten,wel-

chesdasVerboteinerIterierungdesKonsulatsaufhob,'undalsbalddannein

zweites,dasdiesesVerbotwiedererneuerte.(PP.172-173)と 。 こ こ は 比 較 的

重 要 な 箇 所 に 思 え る 。 つ ま り,ア ッ ピ ア ノ ス は,ど う や ら 年 齢 制 限 に 関 す る 立

法 を,前147年 の 選 出 の 際 に 生 じ た 出 来 事 を 通 じ て,自 家 撞 着 的 に 記 述 し て い

る 可 能 性 が 濃 い 。 そ の 選 出 が 阻 ま れ て い た こ と に つ い て は,同 じAPP.Lib.

112.532に み ら れ る し,ま た そ れ を 報 告 し て い る も の と し て,Liv、Per.56:

sicutprioriconsulatulegibussolutusest.がoCf.Liv.Per.50..

365.こ こ に 関 し て は,DeSanctis,Simon共 に"φ`λ ωvtλ η"の 表 現 に つ い て

の 解 釈 に 終 始 し て い る 。DeSanctisは,"Quinonedubbio'chelaespressione

greca"φ`λ ωvtλ 、η"traducelalatina``cohorsamicorum"echelafontedi

Appiano,......,attribuisceaScipioneEmilianolaoriginedella``cohorsami-

corum"laqualespessoaccompagnavaigovernatoridelsec.Ia.C."(p.-260n.

259)とbつ ま り,試 訳 の 中 で は 『善 隣…友 好 軍 団 』 と訳 出 し て お い た 。 ま た,

Fest.249L.に は,``Paretoriacohorsestdicta,quodapraetorenondiscede-

bat.ScipioenimAfricanusprimusfortissimumquemquedelegit,quiabeoin

bellonondiscederentetceteromuneremilitiaevacarentetsesquiplex

stipendiumacciperent."と あ り,こ う し た も の が 一 つ の 考 え の 基 調 に あ る こ と

を 示 唆 し て い る 。 因 み に,Simonは こ れ を"ScharderFreunde"と 訳 出 し て

い る 。

366.『 甥 の ブ テ オ 』 に 関 し て,DeSanctisは,"__glidanonsapPiamocon

qualefondamento・ilcognomediButeone.(p.262n.267)と 述 べ て い る 。Cf.

App.Lib.112.529-533;Va1,Max.8.15.4;Cie.Lael.3.11:20.73;Vell.1.12;

Liv.Per.50;Auct.devir.ill.58;Mommsen,Th.,R6mischeStaatsrechet,vol.

1.Graz,1969[Repr.],p.580n.2.そ の 他,さ ま ざ ま な 実 例 に つ い て は,Cic.

Phit.11.17;Diod.32.9a;Plut.・Praecept.、ger.reip.10.8(805A);DioCasS.

frg.71;Rhet.adHerenn.3.2;Zon.9.29;Cic.adAtt.1.1.1.な ど を 参 照 せ よ 。
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さ ら に,DeSanctisは 続 け て,``Nonさfacilespiegarecomeciδavvenisse

mentreleelezionideiquestorieranodiregolaposterioriaquelledei

consoli__"と,Mommen(op.cit.)を 引 用 し て 述 べ て い る び と も か く,ク ァ

ェ ス トル で あ っ た と 考 え る の が 妥 当 な と こ ろ で は な か ろ う か 。 そ し て お そ ら く

は,ク ィ ン ト ゥ ス ・フ ァ ビ ウ ス ・マ ク シ ム ス ・ア ッ ロ ブ ロ ギ ク ス で は な か ろ う

か 。Cf.Broughton,T.R。S.,MRRi,p.491;Cichorius,C.,Untersuchungenzu

Lucilius,Berlin,1908,pp,317f..

〔つ づ く 〕

(1990.3.12成 稿)
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